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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・看護グループ研修について
日時：12/14（月）・12/15（火）17：30～　　　場所：病院2階　会議室
テーマ：「暴力対応」　　　講師：高橋SGM
※出欠は12/12(土)までに入力すること。
・医療安全管理委員会より、11月の事故の発生状況とインシデント報告の状況について掲示されている。各自確認し、事故防止に努めること。
＜利用者様情報＞

・土佐　将志　様～問診後、表情硬くしており「昨日寝てないので寝てきます」と話し、静養室にて休んでいる。午後は、ロッカー室にこもる様子あったが、後半のプログラムに参加している。膝のリハビリテーション実施時に担当スタッフと面談を実施。眠気に関して確認すると、「今後の事を色々考えると眠れなくなっちゃって、だから今日はぼんやりしてます」と話している。今後については、関係機関に相談しながら進めていく事を促すと、了承。また、気になることはすぐ相談するよう伝えると、「デイケアにいる時は気が楽になるので、何かあったらすぐ話します」と返答している。
・繁名　和恵　様～本人より電話があり「水分が上がって頭が痛い、頭がガーンとするんだよ」と話している。詳細確認すると頭痛があった為、頓服薬を服用したが頭痛止まらないとの事。頓服薬の服用時間を聞くと、電話する10分前であると話している。その後、グループホーム世話人と来所。来所後にバイタルを測定すると血圧137/106mmHg、体温35.3℃となっている。引き続き体調確認を行いながら、様子観察を行っていく。
・奥山　以依子様～青風荘より情報提供あり。眠気について伺うと、「昨日は針の穴を通せないくらい眠れなかったのですが、今は眠くはありません。死ななきゃいいんですけど」と冗談まじりに話されていたとのこと。デイナイトケアでは、睡眠時間については、「12：40に目が覚め、ずっと起きていた」と話している。眠くないですかと確認すると、「眠くないです。」と話され、プログラムにも居眠りすることなく参加できている。今後も、睡眠状況について話を傾聴し、体調確認していく。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より「昨日は排便あったが、すっきり感じない」と話していたとの情報提供あり。本日排便について聞くと、「いい」とのこと。今後も排便状況を確認しながら様子観察していく。
・八木橋　牧雄様～昨日は表情良く来所しており、身体不調の有無を確認。頭痛や吐き気はなく、不調はないと話している。バイタルサインに異常はなく、時間が経過しても体調の変化は見られていない。定時までスタッフや他利用者と表情良く交流しながら穏やかに過ごしている。

＜外来情報＞

・特記無し

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（土佐　将志様）
実施日：H27年12月10日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長・馬場・川井

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	土佐　将志
	性別
	男
	年齢
	20
	生年月日
	H6.10.28

	主病名
	広汎性発達障害
	合併症
	注意欠陥性他動性障害　

行為及び情緒の混合性障害

左膝半月版損傷術後

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人交流技能の維持・向上　作業遂行能力の維持・向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	自立し、働きたい。

	入院歴
	計3回（芙蓉会病院　3回入院歴あり）

	通所歴
	1回目

今回：H27年8月18日～現在　　（週3回/火、木、金曜日）

	その他サービス利用
	青山荘

	住居：生活訓練施設｢青山荘｣へ入所中
	家族構成

両親共に行方不明

保護者は伯父

	利用制度
	愛護手帳　等級B
	
	他　自立支援医療、生活保護受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①自分の特性を理解することが出来る。


	①疾病教育等のプログラムへ参加し、自身の特性について職員と振り返ることができる。
	①疾病教育等のプログラムへ参加することができる。


	①疾病教育や個別面談等を行い、職員と振り返りながら、自分の得意･不得意を把握する。職員は本人の理解力を把握し、上記に合わせた説明･助言を行う。

	②自身の気持ちや伝えたい事を言語化し衝動行為に繋がることなく対処できる。
	②不満や不調等が生じた際、衝動行為に至らず、職員へ相談し対処方法を検討することができる。
	②不満や不調等が生じた際、衝動行為に至らず職員へ相談することができる。
	②不満等がある際、衝動行為に至らず職員へ相談して、対処方法を検討する。職員は定期的に本人と面談等を行い、不満･不調等を言語化し、衝動行為に繋がらないよう他機関と連携を図りつつ支援する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①疾病教育等のプログラムへ参加することができる。
	・10/22退院後、青山荘へ再入所し、デイケアの利用再開。プログラムの参加状況は良好で、自身の行動と照らし合わせながら職員の話を聞いている。

・11/26青山荘にて「デイケアに行かない。これからもう行かない」と話す。理由について尋ねると、嫌いなメンバーがデイケアに居ること、嫌なメンバーについて一部のスタッフにしか知られたくなかったが、他の人も知っていたことがショックだったとのこと。スタッフと面談を行い、スタッフ間で情報共有することで本人がどのスタッフでも相談できるようにすること、今後のためにデイケアで対人関係を学んでいくことを提案し、了承。以降同様の訴えはない。

・12/7夕方「もう青山荘には居たくない」「友達の家に住む」「デイにはしばらく来ない」と来所。青山荘に情報確認すると、青山荘に居たくない為、友人宅に外泊しているとの事。本人は、友人からは2･3日で落ち着いたら戻るように言われたとの事で、9日に青山荘に戻る予定と話され、10日の問診を受ける予定と情報提供がある。（達成度30%）
	情動は概ね安定しているものの、些細なことで感情が爆発し、衝動的な暴力行為に至る傾向がある。衝動行為に至ることで生じる不利益を振り返り、他の解消方法を検討していくことが必要。また、自身の特性を把握することが困難であり、プログラム等で特性把握の支援を実施していく為、計画を継続。

	②不満や不調等が生じた際、衝動行為に至らず、職員へ相談することができる。
	・青山荘職員に対する不満を訴えることがある。デイケアでも笑顔で他利用者や職員と冗談を言い合ったり、交流したりとのびのび過ごしている。膝の治療について、今後もリハビリテーションを継続することが必要とのことで、デイケア内でリハビリテーションを実施している。理解も良好で、集中して行うことが出来ている。（達成度30%）
	不満等が募り、衝動行為に至る傾向がある為、衝動行為に至らないよう不満の解消方法を本人と検討していく為、計画を継続。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①自分の特性を理解することが出来る。


	①疾病教育等のプログラムへ参加し、自身の特性について職員と振り返ることができる。
	①疾病教育等のプログラムへ参加することができる。


	①疾病教育や個別面談等を行い、職員と振り返りながら、自分の得意･不得意を把握する。職員は本人の理解力を把握し、上記に合わせた説明･助言を行う。

	②自身の気持ちや伝えたい事を言語化し衝動行為に繋がることなく対処できる。
	②不満や不調等が生じた際、衝動行為に至らず、職員へ相談し対処方法を検討することができる。
	②不満や不調等が生じた際、衝動行為に至らず職員へ相談することができる。
	②不満等がある際、衝動行為に至らず職員へ相談して、対処方法を検討する。職員は定期的に本人と面談等を行い、不満･不調等を言語化し、衝動行為に繋がらないよう他機関と連携を図りつつ支援する。


